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令和８年度に向けた改善方策について 

 

 早春の候、日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力いただきありがとうございます。 

 さて、昨年末に実施の学校関係者評価アンケートでは、ご協力をありがとうございました。 

ご回答いただきましたアンケートは、「世田谷区教育委員会による集計」「学校関係者評価委員の皆

様による分析・検討」を行い、結果を「令和７年度学校関係者評価結果について」としてまとめました。 

千歳中学校では学校関係者評価委員会からの報告をもとに、校内で実施した教職員による全方位点検

と合わせて、次年度の学校運営並びに教育活動を下記のように改善していきます。 

 なお、学校関係者評価委員会からの報告、学校自己評価報告書、各項目の評価結果につきましても本

校のホームページ上に掲載しますのでご覧ください。 

 

記 

 

１ 学校関係者評価アンケートの回収率 ※（ ）内は昨年度 

  保護者：５８．６％（５３．７％） 地域の皆様：１５人（２６人）   

生徒：８７％（８２．０％） 

 

２ 学校関係者評価結果の概要 

（１） 今年度は保護者からの学校関係者評価アンケート回収率が昨年度より増加しました。 

回収率：令和４年度６２．２％→令和５年度：７７．６％→令和６年度：５３．７ 

（２） 生徒アンケートの全項目２４のうち、２１項目が７０％以上の肯定的回答でした。 

（昨年度同様）また、１６項目が８０％以上の肯定的回答でした。（昨年度＋１） 

昨年度と比較するとほぼすべての項目で肯定的回答割合が上がっていました。成果を上げた

項目の取組を充実・改善していくことが大切と考えています。 

（３）保護者アンケートの全項目３３のうち、１８項目が７０％以上の肯定的回答を得ています。

（昨年度同様）今年度は、インターネットを介してのアンケート４年目となり、未提出の方

へ何度か送信をし、回収率が増加しました。 

（４）地域アンケートの１４項目の３つを除いて、７０％以上の肯定的回答を得ています。昨年度

に引き続き、学校ホームページの更新や学校・学年だよりの定期的な発行等により、学校の

教育活動を周知して学校の取組を理解していただけた結果だと考察しています。 

 

以上のことから、概ね生徒・保護者や地域の皆様には、本校の取組を肯定的に捉えていただ

いていると考えることができますが、学校関係者評価アンケートの回収率を上げるととも

に、課題に対して焦点化した改善策を講じ、さらに生徒にとって、安心・安全で安定した学

校生活を提供できるよう次年度以降も努めていきます。 

  



３ 改善策について 

  学校関係者評価委員会からの報告をもとに、校内で実施した学校自己評価と合わせて検討しました。

結果、次の４点を次年度の重点目標として設定し、内容に示しました教育活動の充実に努めていき

ます。 

 

（１）重点目標について 

①生徒の主体的な学びを支え、学びの自立を図る。 

②これからの社会に必要な社会性を身につけ、さらに伸ばしていく。 

③自らの学習や生活や進路などの目標に向け、計画、修正、改善しながら行動できるようにする。 

 ④地域的な特色を生かした創造的な教育で対応する学校。 

 

（２）内容について 

①生徒の主体的な学びを支え、学びの自立を図る。 

知識や情報や言語を活用する能力の育成し、生徒自身による学び方の工夫を促すことで主体的 

に学習に取り組む態度を育てます。（課題発見、課題解決への計画の立案、必要な情報や知識や 

技能を収集･習得、粘り強い課題解決、他者との協働、援助希求など） 

ア 世田谷区教育要領に則り、教材の工夫や ICT活用を通して、知識・技能の定着及び思考力・ 

 判断力・表現力等を伸長するために、「楽しい、よくわかる、生徒が主体的に学び合う」活動 

を重視した授業を展開し、学習への意欲を高める。 

イ 繰り返し学習や補習により、基礎的・基本的な知識・技能を定着させる。 

ウ 学びに向かう力を伸長するために、校内で学習評価及び授業力向上に関する研修を積むとと 

 もに、生徒・保護者へ学力の定着や学習評価に関する情報提供を計画的に行う。 

エ 英語の学力定着のために、個々の形成的テストの結果に応じた指導（少人数指導）及び、指 

 導方法の研究・実践（音声言語中心の授業等）・改善を行う。また、音声言語（理解力・表現 

力）を重視した授業を展開する。 

オ 個々のＩＣＴ活用能力を伸長するために、ＩＣＴ機器の効果的な活用の研究と実践を行うと 

 ともに、全国学力学習状況調査等の各種調査結果を分析・活用し、各教科の課題に応じた指導 

を行う。 

カ 身近な問題に関心を寄せ、課題解決能力の伸長を図るために、ＳＤＧｓの１７の目標に基づ 

 く体験的な学習等を一年間通じて（長期休業中を含む）取り入れ、見学や調査、発表や討論等 

の探究的な学習活動の充実を図る。 

キ 体力向上・健康への意識を高めるために、体力調査の結果の分析・改善策の提示を行う。ま 

た、がん教育や性教育等、外部講師を活用した授業を系統的に行い、生徒が知識を蓄え、活用

できるよう取り組む。 

 

②これからの社会に必要な社会性を身につけ、さらに伸ばしていく。 

他人と円滑に人間関係を構築する能力の育成し、生徒が互いに思いやり、あいさつや自他の生 

命及び人権を尊重できるようにする。（特別活動 学級活動・生徒会活動・学校行事の充実に 

よって、協働の喜びと自己効力感を実感させる） 

  ア 自他の生命を尊重する態度を養うとともに、個々の自尊感情を高めるために、自らの力で課題 

   を解決する場面、生徒個々の役割を果たす場面、生徒相互に評価し合う場面を学級・学年での活 

   動に設定し、人権意識を涵養する。 



イ インクルーシブ教育を推進し、特別な支援を要する生徒に関する情報を全職員で共有し、可 

能な限りの合理的配慮を行う。 

ウ 「思いやり、感謝」「克己と強い意志」「公平、公正」「よりよい学校生活、よりよい集団 

 生活」を道徳教育の重点目標とし、道徳的実践意欲と態度を高めるために、複数回の指導及び

地域等と連携した指導を行う。 

エ 一人一人が学校内外において集団生活のルールを守り、自己の行動に責任をもって行動でき 

 る態度を高めるために、リーダーシップを育む教育及び、生徒が主体的に考える自治活動の充 

 実を図る。  

オ 人間関係形成能力の伸長を図るために、構成的グループエンカウンターを、年間を通じて計 

 画的に活用するとともに、個々の責任を果たし、協働的な取組を充実する。 

カ 自己や他者理解を深め、未来への視点をもち、たくましく生き抜く意志を高めるために、学校  

 行事等において、コミュニケーション能力を伸長する活動を設定する。 

キ 問題行動の未然防止のために、法教育を系統的に行い、自分の行動について考える指導を行う。 

また、「襷 大切にする 素直・正直 気づく」を共通の言語として位置づけ、その理解に基づく 

行動を促す。また、基本ルールの意義について考える時間設定をする。 

ク 小学校と中学校の児童・生徒間の交流を深め、学び舎の取組を充実し、生徒の自治意識を涵養 

 する。また、教員間の連携を深め、小中学校の接続を円滑にする。 

 

③自らの学習や生活や進路などの目標に向け、計画、修正、改善しながら行動できるようにす 

る。 

計画を作り実行する能力を育成し、自己理解を深め、生徒が夢や希望、目標をもつことを大切 

にし、その道のりを考える機会を大切にする 

（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」(レジリエンスを育む)「課題 

解決能力」「キャリアプランニング能力」を、特別活動を要とし各教科･領域で高めていく。） 

ア 学校全体で、探究的な学習の実践（千歳ゼミ）に取り組むとともに、生徒の学習意欲向上の 

 ために、レジリエンスの指導や充実するための手だてを構築する。 

イ よりよく自己実現を図ろうとする態度を伸長するために、レジリエンスに関する学習を系統 

 的に行う。また、地域・民間企業等との連携を深め、人と人との関係を大切にし、自己のキャ 

 リアを考える指導を充実する。 

ウ 生徒個々の将来設計能力を伸長するために、進路のガイダンス機能を充実するよう上級学校 

 調べ、訪問やその他の進路学習を通じて中学卒業後の進学についての理解を深める進学指導を 

第１学年から行う。 

エ 系統的、計画的なキャリア教育を推進し、自己理解を促す学習と体験学習をバランスよく組 

 み合わせて、課題対応能力やキャリアプランニング能力等を向上させる。 

 オ 生徒会が自ら企画して地域行事への参加や地域ボランティア活動等に取り組めるよう支援体 

  制を整える。 

カ 生徒に実質的な活動の場を与え、主体的に判断し、挑戦させる。 

キ 生徒自らの行動規範となるべく生徒が主体となって「生活のきまり（校則）」を見直す。（多様 

 性の尊重） 

 

 

 



 ④地域的な特色を生かした創造的な教育で対応する学校。 

学校運営協議会、実行グループ(学校地域支援本部)との協働、コミュニティスクールとしての学校 

体制の確立、世田谷９年教育 学び舎の充実、地域主催行事への参加  

 

ア 学校運営協議会、実行ブループと連携し、英語検定への取組を奨励する等により、生徒の学 

力向上に向けての意識付けを図る。 

イ 学校運営協議会、実行ブループへ様々な場面で協力を仰ぎ、地域の力を学校教育に生かす。 

ウ 学び舎の連携小学校との合同研修会を年４回実施する。また、非認知能力を伸ばす取組みや 

小学生と中学生の交流についても探りながら。小中９年教育 学び舎を推進していく。 

エ 学校公開週間で保護者の参観を増加させる取組を行うことや、保護者も学べる機会（ＳＮＳ 

等）を提供する。 

オ 保護者アンケートの結果をホームページに公開し、保護者とともに学校作りに取り組む体制 

をつくる。 

 


